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この点に就いて入室以来，現在まで，河水，海水，
下水，尿尿等の被検材料を用いて之等の自浄作用を
観察すると共にB.O.D.とC.O.D.とを併用し 
て，その比に関する研究或は両者の相関を求均た。
10)動物腸内に於ける嫌気性菌特に Cl.Welchii 
の生理的意義に関する研究
長谷川博道
腸内常住菌中嫌気性菌が動物の成長に対して如何
なる影響を及ぼすか， Welchii氏菌を選び，縦型平
圧滅菌無菌タシク及び，横型平圧滅菌無菌タシグを
使用して白色レグホ γ家鶏雛を無菌的に瞬化せしめ
て，滅菌せる飼料，飲料水及びピタミン剤にて投与
飼育して瞬化後 9日目に 1羽に 1白金耳の割に滅菌
飼料 20gの中に入れ経口投与して 1カ月飼育し続
けて，一般発育状態及び体重増加の程度を観察検討
した。 
日位2~3を経口投与すると投与後Welchii 1.C 
は軟便乃至下痢便を認め，発育遅滞の現象が認めら
れ其後快復するも瞬化後 25日目にでも対照雛より
は発育状態が悪い。即ち，本菌は動物の発育に有害
と見られる。 
11)超音波の姻虫卵に及ぼす影響について
長嶋恒義，鈴木玄彊，金井昌邦，
金井篤長，長嶋正孝 
超音波の液体に於ける作用は特に其の分数質の集
合状態に与える~化以外はその Cavitation であろ
う。通常液体中に僅かに含有される空気或は酸素等
のガスは此の弾性振動により生ずる真空部に抽出さ
れこ qこ気泡として集合し液外に浮上するに至るも
のである。我々はこの作用を応用し尿尿中に投入し 
た豚姻虫卵の死滅を計った。
寄生虫卵培養成績に依るとその仔虫形成率は 3W
迄は対照と大差なく 4W に於て 62~81% の仔虫形
成を 5W f'こ至り 18~31% の仔虫形成率を示した。
個々の成績よりすると仔虫形成率の時間的差位は認 
められず W 数に関係する事がわかる。寄生虫卵或
はその附近に貯わえられた空気或は酸素を取り去る
事は卵の生育にとって致命的影響となる事は文献に
指示されている如くである。 5Wに於ける仔虫形成
率の減少は，超音波のキャピデ、イショ~，蛋白質膜 
の集合状態の愛化叉，細胞内熱エネルギーの発生等
が考えられるが，尚此の点については検討を加えた
い。
12)エンテロトキシンの毒性試験法に関する研究
腐敗研究部藤原喜久夫，横瀬俊昭
日本猿によるエ yテロトキシシの毒性試験に関し
て，その成績の信頼性について該毒物の分離精製を
行し、ながら実験的に種々検討せる結果，この実験方 
法は，極めて満足すべきものである事が知られた。
即ち，人体に下痢，恒吐等の一連の急性胃腸炎症状
をひき起すエンテロトキシシ分劃が仔猫には，無毒
であるにもかかわらず，猿の経口投与試験に於いて
は，明瞭な毒性を現わし，人と，猿とに共通せる毒
性の発現が認められた。
13)毘尿の化学処理に於ける弗化曹達の応用
谷川久治，長島恒義，
、金井昌邦，成瀬基次郎
我々は弗素の特異な化学的性質を利用して弗化曹
達を用いて，尿尿処理を行った。実験方法は漏斗を
セロファン紙で、包含しこれを電解隔膜とし内部に陰
極として銅板を設置し陽極はカーボンを用いた。漏
斗内部に 2%弗化曹達， 1%弗化曹達， 0.5%弗化曹
達， 2%沃化カリ及び、水を入れ各々 6V，3Vの乾電
池を用い透析を行った。通電を開始すると対照に比
較して各々、沈肢が見られ，なかでも 2%弗化曹達6 
Vのものは極めて著明な沈澱が見られた。叉脱離液
の有機物減少度， B. O. D:，C. O. D.の減少大腸菌
の死滅状況も対照に比較して各々好成績が得られ
た。以上の事・は尿尿の電気分解に依り弗素イオンを
始め各種無機イオンが生成される為に尿尿中の蛋白
質が其の結合水を無機イオンにうばわれ親水性から
疎7.1<.'1主(析出〉に~化するので泥状物質が沈澱して
行く為である。
14)弗化ソーダイオントフオレーゼの果糖肉腫に
及ぼす影響について
谷川久治，長嶋恒義，金井昌邦
我々は平和電子の AugospelHT -6025を使用し
2%弗化ソーダを陰極より腫:鹿部に導入する事によ
り細胞の不活性化，酸素反応の阻害，組胞膜の強化
による分裂阻止，叉Fイオンによる金属陽イオンの
基質との結合阻止等の見地がどの程度迄この悪性な
る腫蕩細胞の増殖に対抗し得るか又は腫蕩細胞のか
Lる代謝を阻止して死滅するに至らしめるかについ
て実験を行った。対照群は平均生存 10日であり，
治療群では平均 23日の延命を病理組織学的には腫
蕩部分のネグローゼ、細胞分裂阻止像等の斐化が認、め
第 5号 第 353回千葉医学会例会衛生学教室 -1533ー
られた。此の~化について考察を加えると，弗素イ ついて云えば蛋白質分子量の増大は細胞内法透庄の
オyは電気陰性度が大で、あり他のものに比Lて水素 減少となり分裂すべきエネルギ{の減少を意味す
結合し易い特性を有する。この作用を細胞膜につい る。従って肉腫細胞，ビ ~ll，.， ス等の増殖により生存
て云うと蛋白質はその結合水を Fイオンに奮われて すべき存在は活動を停止して遂にはネグロ{ゼに至
親水性から疎水性に~イじするので細胞膜の強化を意 るものと考えられる。
味して分裂しにく Lする訳けであり，細胞内液体に
噛
